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F1 scoreは分類問題におけるモデルの性能を評価する指標の 1つである．情報検索分野
で用いられることが多いが，医療におけるスクリーニング検査の性能評価など，他の様々
な分野でも利用されている．F1 scoreは同じく分類問題のモデル評価指標である再現率
(recall:R)，適合率 (precision:P )から求めることができる 1．一方，データを rカテゴリ
(r ≥ 2)に分類する場合，分類結果は行変数を予測結果，列変数を真の結果とした r× r混
同行列で表される．これを各カテゴリ iごとにまとめると，表 1の形の混同行列で表すこ
とができる．

表 1: カテゴリ iの分類結果

真の結果
class i other

予測結果 class i True Positive(TPi) False Positive(FPi)

other False Negative(FNi) True Negative(TNi)

表1をもとに，全カテゴリを併合した再現率 (Rmicro)，適合率 (Pmicro)からmicro-averaged

F1 score(F1micro)を求めることができる 2．

Rmicro =

∑r
i=1 TPi∑r

i=1 TPi + FNi

, Pmicro =

∑r
i=1 TPi∑r

i=1 TPi + FPi

F1micro =
2RmicroPmicro

Rmicro + Pmicro

また，各カテゴリの再現率，適合率の平均 (Rmacro, Pmacro)を用いたmacro-averaged F1

score(F1macro)も以下の式より求めることができる 2．

Rmacro =
1

r

r∑
i=1

TPi

TPi + FNi

, Pmacro =
1

r

r∑
i=1

TPi

TPi + FPi

F1macro =
2RmacroPmacro

Rmacro + Pmacro

F1microおよびF1macroは多値分類問題のモデル評価指標として用いられているが，その
推定精度についてはあまり着目されていない．そこで本研究では，F1microおよび F1macro

の信頼区間を新たに提案することとした．
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